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第 2 章では、 VCSEL アレイ光源の特徴を活かした微小物体操作方法として、 2X2 複数ビームを用いた微小球の積




第 3 章では、 VCSEL アレイ光マニピュレーションシステムの観察系を改良して、積み上げ構造の形成過程の側方
観察を行った。その結果、 VCSEL アレイ光源を用いて形成した積み上げ構造は、浮揚した状態で形成され、各微小
球聞は接触した状態であることが明らかになった。




第 5 章では、光技術を DNA コンビューティングへ適用した新たな情報処理技術であるフォトニック DNA コンビ
ューティングへの応用を検討した。基礎実験として、光マニピュレーション技術を用いた DNA 分子群の位置制御を











ューティングにおける DNA 分子の位置制御技術として VCSEL アレイ光マニピュレーションを適用し、 DNA分子操
作に適用可能であることも確認している。得られた結果を要約すると以下のとおりである。






(3) VCSEL アレイ光源を用いた微小球群の形成・操作技術を開発している。複数の VCSEL ビームを微小球に照
射することにより、微小球群を形成することが可能であると共に群を維持した状態で操作が可能であることを確認し
ている。
(4) フォトニック DNA コンビューティングにおける分子操作技術への VCSEL アレイ光マニヒoュレーションの適
用方法を提案している。基礎実験として、 DNA分子群の局所的な位置制御を行い、 VCSEL アレイ光マニピュレーシ
ョンの分子操作への有用性を実証している。
以上のように、本論文は、 VCSEL アレイ光源の複数ビームを用いた微小物体操作技術とその情報処理技術への応
用方法について述べたものである。これらの成果は、情報フォトニクスの発展に寄与するところが大きい。よって博
士(情報科学)の学位論文として価値あるものと認める。
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